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TBSアクトのスタジオ照明部では、現在プリビズ工程の重要性に着目し、
Vectorworks SpotlightのShowcase機能を活用した新たなワークフローの構築に取り組んでいる。
数百台の照明機材を扱う負荷の高い作業において、クリエイター向けPCには何が求められるのか。

照明演出の最前線と、マウスコンピューター「DAIV」の導入効果について話を聞いた。
TEXT＿kagaya（ハリんち）

クリエイター向けノートPC「DAIV」×
Vectorworks Spotlight Showcaseの活用事例

100台を超えるライトで構成される、TBSの照明演出

高谷知宏氏（以下、高谷）：私は現在、TBSア
クトのスタジオ照明部で『CDTV ライブ！ラ
イブ！』をはじめとした音楽番組を中心に、
ムービングライトのオペレーターや、フロア
での照明づくりを担当しています。
――どういったツールを使用していますか？
高谷：主に3つのツールを使用しています。ま
ずはVectorworks Spotlightです。灯体（照
明機材）をどこに配置するか、どのアドレス
や回路で制御するかといった情報を盛り込ん
だ「仕込み図」づくりに使用しています。そ
の他に、DMX（照明制御通信プロトコル）で
機材を制御するためのメインシステムとして
MA Lighting社のコンソールのgrandMA3、
ビジュアライザーにはL8を使用しています。
――VectorworksのShowcase機能を活用

しようと考えた経緯について教えてください。
高谷：大きな理由は、今後のスタジオ更新や
ワークフローの変化を見据え、仕込み図作成
の段階から“当て感（あてかん）”を確認した
かったからです。当て感とは、出演者に対し
てどの角度から光が当たるか、セットに対し
て光がどう影響するか、といった距離感や角
度のことです。「見せライト（装飾としての照
明）」であれば、セットの部材と被らないか、
カメラアングルに対してどう見えるかといっ
た確認が必要です。これを2Dの図面だけで
判断するのは、熟練の技術者でも難しい場合
があります。現場に行ってから「イメージと
ちがった」、「物理的に光が抜けない」となる
のを防ぐため、仕込み図を書いている段階で
3Dで確認できるShowcaseが有用なのです。
コンソールを接続することで、プリビズをひ
とつのソフト内で完結できます。つくった
データをみんなで覗き込みながら、「もう少し
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内側に向けよう」、「タイミングをコンマ数
秒ずらそう」といった議論を重ねます。現
場に入る前にゴールをチームで共有し、よ
りクリエイティブな微調整に集中できるよ
うにする環境づくりを大切にしています。

――今回、Showcaseの活用にあたってマウ
スコンピューターの「DAIV S5-I7G60SR-A」
を導入されたそうですね。
高谷：今までは主に2Dの作図がメインだっ
たので、そこまで高いマシンスペックは必
要ありませんでした。しかし、Showcaseを
使って数百台のライトをリアルタイムでシ
ミュレーションするとなると、マシンパワー
が必要です。そこでベクターワークスジャパ
ンのおふたりに相談し、Showcaseが快適に
動くスペックのノートPCとして提案してい
ただいたのがこの「DAIV」でした。
――PCのパフォーマンスはいかがですか？
高谷：非常に快適です。私が個人で所有し
ているノートPCも一定のスペックのパー
ツが搭載されているのですが、Showcase

オフィス内、副調整室（サブコントロール
ルーム）、スタジオなど、様々な環境で仕込
み図作成を行うためです。また、これからは
他のスタッフと画面を覗き込みながら「こ
この明かりをもっと内側に」といった修正
を副調整室でも行えるようになると思いま
す。特に気に入っているポイントは、テン
キーがある点です。私たち照明の仕事は、機
材のアドレスや調光のパーセンテージなど、
数値を入力する作業が非常に多いんです。
ショートカットキーを割り当てたりもする
ので、テンキーがあるのとないのとでは作
業効率が段ちがいです。
――最後に、高谷さんの今後の展望につい
てお聞かせください。
高谷：今後は、プリビズの精度をさらに上げ
て、現場での作業時間を短縮しつつ、よりク
リエイティブな部分に時間を割けるように
したいです。また、Vectorworks Spotlight
とTouchDesignerを連携させるなどして、
映像と照明、リアルとバーチャルが融合し
た演出にももっと挑戦していきたいです。
そうした新しいワークフローを構築する上
で、ハイパフォーマンスなノートPCは欠か
せないパートナーになると思います。

の機能を試した際には、動きをつくったと
きにカクつきが出たり、光の残像が残って
しまったりすることがありました。一方、
DAIVでは非常に滑らかに動くのでストレ
スが全くありません。約100台のライトを
動かしながら、ウォークスルーで視点を変
えてもスムーズです。
横山昌弘氏（以下、横山）：私も横で見せて
もらいましたが、描画がとても滑らかでし
たね。PCのスペックが低いと、ライトが
点灯しなかったり、動きについてこられな
かったりすることがあるのですが、DAIV
は照明の計算処理をしっかりとこなしてい
ました。
――なぜそこまでの差が出たと思われますか？
小金谷秀樹氏：CPUとGPUのバランス、そ
して放熱設計の良さが効いているのだと思
います。GPU単体がハイスペックなだけで
はなく、バランスの良いCPUと組み合わせ
ていること、そして長時間負荷をかけた際
の安定性です。DAIVはこれらが優れてい
ると思います。
――今回、ノートPCを導入されたのにも
理由が？
高谷：持ち運べることが必須条件でした。

Vectorworks Spotlight

舞台やテレビの照明、美術に特化した機能をもっており、精度の高い2D図面
作成と、高品質な3Dビジュアライズを1本で完結できるソフトウェア。世界
中の主要な照明機材のデータがライブラリとして搭載されており、配置した
機材のデータを元に、必要な電源容量の計算や機材リストの作成まで行える。

Showcase

「仕込み図を作成しながらリアルタイムに照明のシミュレーションができる
機能です。従来、照明デザインのフローにおいては複数のツール間を行き来
する必要がありましたが、ユーザーからの強い要望を受け実装されることに
なりました。コンソールを直接接続することができ、新たなワークフローを
実現します」（横山氏）

照明演出の最前線で活きる
クリエイター向けノートPC「DAIV」

www.mouse-jp.co.jp/store/g/gdaiv-s5i7g60sraudw102dec
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